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率は若齢犬よ りも成犬のほ うが高 く,回 復にも成犬のほ

うが時間を要すること,ま た,血 清 トランスアミナーゼ

の変化 と比較すると,AFPの 上昇および回復はいずれ

もトランスア ミナーゼに数 日遅れて観察され,そ の増減

の程度は緩やかであることが判明した.こ れらのことか

ら,CCl4投 与後の血清中AFPの 上昇は胎生期から存在

す るAFP産 生機構 とは異なる系の機構が賦活化された

結果によるものと思われる.ま た,CC14は 肝細胞壊死

型障害を起こす物質であるから,CC14に よる トランス

アミナーゼの変化は肝細胞の壊死の程度を反映 している

と考えると,AFPの 増加の程度と肝細胞の程度 とは相

関 しないと思われる.

現在,臨 床面では肝障害の指標としてはおもに血清 ト

ランスアミナーゼが利用されている.本 研究でイヌの血

清中AFPは 肝障害にともない増減することがわかった

が,そ の変化はGOT,GPTと 比較 して発現に時間的な

遅れがあ り,増 減の程度も緩やかであるため,肝 障害の

指標 としては トランスアミナーゼに劣るもの と思わ れ

る.し か し,獣 医臨床面で慢性的な肝障害から癌化する

場合や肝癌の治療経過の判定などの指標として,応 用で

きるものと思われる.
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乳牛の心室中隔欠損に合併した大動脈弁閉鎖不全症の一例

萩尾光美*1)村 上 隆之*1)宮 田逸 郎*2)

(昭和57年11月26日 受理)

Aortic Insufficiency Associated with Ventricular Septal Defect in a Heifer
MITSUYOSHI HAGIO (Faculty of Agriculture, Miyazaki University,

Miyazaki 880) et al.

SUMMARY

A 28-month-old Holstein heifer was affected with aortic insufficiency associated with ventricular
septal defect. She manifested tachycardia with a systolic and diastolic cardiac murmur, marked
carotid pulsation at the base of the neck, prominent palpable cardiac impulse over the left thoracic
wall, tachypnea on exercise, and abnormal ECG pattern suggesting cardiac hypertrophy.

 Necropsy revealed a ventricular septal defect (1.5 cm in diameter) at the base of the aortic valve.
The right aortic cusp, deformed and thickened, had prolapsed into the ventricular septal defect,
causing aortic insufficiency. Two other aortic cusps were also thickened and distorted.
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要 約

先天性心室中隔欠損に合併 した大動脈弁閉鎖不全症を,生 後28ヵ 月齢のホルスタイン種雌牛に

認めた.生 前の特徴的所見は,頸 動脈の著明な拍動,左 胸壁上の著しい心拍動の触知,収 縮期およ

び拡張期雑音,運 動後の呼吸促迫などであった.剖 検では,左 心室の拡張 ・肥厚が顕著で,大 動脈

弁直下に,直 径1.5cmの 心室中隔欠損があ り,そ の欠損孔内に大動脈弁(右 半月弁)が 陥入 して

いた.大 動脈 口は拡張 し,大 動脈弁はいずれも変形 ・肥厚が著 しく,弁 交連は大きく離開 していた.

心室中隔欠損(VSD)は,ウ シの先天性心疾患の中で

最 も発生率が高く3,7,10),VSD単 独奇形のほか,VSDに

その他の心臓 ・脈管奇形を伴 った合併奇形6),さ らに,

心臓以外の器管異常を伴 った複合奇形1)な ど数多 くが報

告 されている.

い っぽ う,先 天性VSDに 大動脈弁閉鎖不全(AI)が 後

天的に併発する疾患(VSD+A1)も あ り,ヒ トではVSD

の約5%に その合併症が発生するといわれている14).家

畜では同種の報告はイヌ4,13)およびウマ8)に見 られるが,

ウシについては記載が見あたらない.

今回,著 者らは同疾患と思われる例を,生 後28ヵ 月

齢のホルスタイン種雌牛に認めたので,そ の生前および

剖検所見について報告する.

1.症 例 お よ び 生 前 所 見

本例は,生 後1年 位まで健康牛 とかわ らず順調に発育

したが,そ の後,運 動後に呼吸促迫,胸 郭入口付近の拍

動と同部位における異様な金属音の発生を畜主は認めて

いる.ま た,食 欲は健康牛とかわらないが肉付が悪いと

のことであった.本 牛はそのまま放置,飼 育されていた

が,4日 前に胸垂の腫脹が発見され,日 増 しに腫脹が著

しくなるので上診された.既 往歴はな く,過 去5回 人工

授精を行ったが未受胎であった.

初診時の所見は,T39.2℃,P92,R18,体 格は中等

であったが栄養状態はやや不良であった(図1).可 視粘

膜は貧血するがチアノーゼは認めなかった.胸 垂浮腫,

頸静脈の拡張および拍動が軽度認められた.ま た,心 拍

毎に胸部入 口が大きく膨隆するのが わ か り,強 い拍動

図1 患 牛(ホ ル ス タ イ ン種,雌,28ヵ 月齢)

(頸動脈拍動)が 触知できた.左 胸壁の広範囲に心拍動

が触知され,心 音は強勢で左側第5肋 骨後縁の肘頭背方

約5cmの 部 を最強点とする心雑音が聴取された。その

他臨床上,特 に異常は認められなかった.

血液および尿所見は表1に 示す とお りで,軽 度の貧血,

血 清蛋白の低下および尿比重の低下などが認められた,

心電図所見は,QRS群 は 幅広 く(AB誘 導で0.12

秒),AB誘 導ではRS型,1,II,aVL,aVFで は陽性

波を,aVRで は陰性波を示 した.ま た,1,II,aVRで

のQRS群 は高電位を示 した(図2).

心 音図所見は心雑音の最強点で,収 縮期雑音 と拡張期

雑音が観察された(図3).

以上 の所見より,何 らかの心奇形を疑い,詳 細な検査

表1 血液および尿所見
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図2 A-E誘 導お よび標準肢誘導法心電図

L filter

M filter

SM DM

H filter

図3 心 音 図

VSDに 大動脈弁が露出する(矢 印)

のが見られる

図4 右心室所見

大動脈弁(右 半月弁)がVSD(矢 印)へ 陥入する

R:右 半 月弁S:中 隔半月弁L:左 半 月弁

図5 左心室所見

を実施 しようとしたが,畜 主の了解が得られず,本 牛は

廃用にされた.

2.剖 検 所 見

心臓は重量5.8kg,左 心室の拡張 ・肥厚が著明で,壁

の厚さは4～5cmで あ った.右 心室側では肺動脈弁の

2cm下 方 の動脈円錐部に,左 心室側では大動脈弁下に,

直径15cmの 円形の心室中隔欠損 が見 られた.そ の欠

損孔内には,左 心室側から右心室側に向かって大動脈弁

の右半月弁が陥入 していた(図4,5).大 動脈口は著 し

く拡張し,大 動脈弁はいずれも肥厚.変 形が著しく,中

隔半月弁の基部と左半月弁の基部との間は大きく離開 し

ていた.ま た,欠 損孔に面する右心室壁の心内膜面およ
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び大動脈 口下方の心室中隔の心内膜面には,白 く硬 く肥

厚 した噴流障害が見 られ,と くに半月弁離開部直下は,

心 内膜がヒダ状に隆起していた.右 心房 ・右心室はとく

に異常なく,左 心房は軽度の拡張 ・肥厚を示 していた.

上 行大動脈,大 動脈弓,総 腕頭動脈はそれぞれ著 しく拡

張 ・肥厚 していた.

心臓以外の主な所見としては,胸 垂,腋 下および下腹

部の皮下水腫,な らびに第四胃粘膜の水腫を認め,肝 臓

はやや腫大 し,組 織学的には中心静脈性 うっ血 と小葉中

心性の肝細胞の変性が見 られた.

3.考 察

ヒトでは,乳 児期に先天性VSDを 指摘された患者に,

その後,細 菌性心内膜炎などの明らかな誘因もなくAI

が合併す ることが知られている9,11,15).このAIの 原因

として,1)大 動脈弁二尖症を含む大動脈弁交連部の先

天的発育障害,2)原 因不明の大動脈弁の穿孔,3)不 顕

性大動脈炎,4)大 動 脈弁のVSDへ の陥入(prolapsing

AI)な どがあげられている17).

大動脈弁が二次的にVSDへ 陥入する場合,そ の発生

機序についていくつかの研究があるが14'17～19),大動脈弁

弁輪部の支持機構の障害(支 持組織の欠如,発 育障害)

が根底にあ り,こ のために大動脈弁および弁輪がVSD

へ陥入 しやす く,こ れに収縮 ・拡張期の血行力学的因子

が関与 してAIを ひきおこすという説2,17)がある.今 回

観察した症例の場合には,稟 告の上では何 ら既往歴がな

く,加 齢に伴 ってAIの 症 状 が 出 現してお り,ま た剖

検時に心内膜炎をはじめ他の明らかな誘因は見あた らな

かった.こ れ らの ことから本例は大動脈弁が二次的に

VSDに 陥入 して発生 したAIと 考 えられる.

ヒ トでは,VSDに い ったんAIが 生 じるとAIは 急

速に進行する14,18).AIが 高度になれば,易 疲労性,呼

吸困難などの症状が現われ12),収 縮期および拡張期雑音

の聴取,胸 部X線 写真の左室拡大,心 電図上の左室肥大,

心 カテ検査における大動脈拡張期左の低下や右室流出路

での酸素飽和度の上昇,脈 圧の増大などが特徴的所見 と

なる.こ れ らに加えて,逆 行性大動脈造影による左室へ

の逆流像および左室造影によるVSDの 存在が確認され

れば診断は確実となる9,11,15.16).同様 の合併疾患をもっ

たLEvら(1941)13)の イ ヌおよびGRAZIERら(1975)8)

の ウマの例では,い ずれも比較的高年齢(6～7才)で

発見されている.ま た,前 者のイヌの例では,発 見時に

は外見上健康であったと報告 されている.著 者 らの観察

例では,著 明な頸動脈拍動,左 胸壁上の心拍動の触知,

収縮期および拡張期雑音,心 肥大を疑わせる心電図所見,

運動後の呼吸促迫などが目立ったが,こ れ らを除けば全

身状態にそれ程異常は認められなかった.

剖検時に見られた左室の著明な肥大.拡 張は,AIに

よる逆流 とVSDの 左右短絡による左室の容積負過のた

めと考えられる.大 動脈弁の下方に見 られた心内膜の肥

厚やヒダ状隆起は,大 動脈弁部の逆流が強かったことを

示 している.ま た,VSDを 介する左右短絡があったこ

とは,欠 損孔前面の右室壁に噴流障害が存在していたこ

とでわかるが,右 室の肥大 ・拡張の欠如は右室負過が軽

度であったと推測される.

ヒ トでは,本 症の診断がつけば,外 科的にVSDの 閉

鎖,大 動脈弁形成または人工弁置換術などが薦められて

いる11).し か し成牛の場合,確 定診断に必要な心血管造

影に際 し,大 量の造影剤を急速に注入することが困難で

あることをは じめ,種 々の技術上の問題点があ り5),ま

たた とえ診断が確定 しても経済動物である以上,現 時点

では治療の対象とは考えられない.

〔本論文の要旨は,昭 和56年 度 日本臨床獣医学会(九 州

地区)に おいて発表した.〕
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牛 の 双 子 の 異 常 な 長 間 隔 出 生

和 田 宏声1)柏 内 英雄*2)

(昭和57年10月22日 受理)

Birth of Bovine Twins at an Abnormally Prolonged Interval
HIROSHI WADA and HIDEO KAKIUCHI* (College of Agriculture, Okayama

University, and *Federation of Agricultural Mutual Aid Associations

in Okayama Prefecture)

SUMMARY

A holstein and a Japanese Black cow were conceived for the first time by one artificial insemination
with frozen semen of the respective breeds. They were delivered of twins judged to be dizygotic.
The Holstein twins were male and born at 271 and 296 days of gestation, respectively. The Jap-
anese Black twins were male and female and born at 286 and 475 days of gestation, respectively.
The male was small and weak, weighing about 20 kg. The female was normal in size. She was
not a freemartin, but was fertile and bred normally.

要 約

異常な長期間隔で双子を異時分娩 した雌牛2例 について報告する.1頭 はホルスタイン種,他 の

1頭 は黒毛和種でともに1回 の人工授精で受胎し初産において双子を分娩した.双 子はいずれも2

卵性双子であった.ホ ルスタイン種雌牛からの双子は供に雄で,そ の在胎期間は271日 お よび296

日で あった.黒 毛和種からの双子は雄および雌で,そ の在胎期間は286日(雄 子)お よび475日

(雌子)で あった.し たがって,出 生日差はホルスタイン種の場合が25日,黒 毛和種の場合が189

日で信 じ難 いほ ど長い.こ の双子の雌子の長期在胎はこれまで知られているものでは最も長い記録

と考えられる.な お,こ の双子の雌子牛(和 牛)は フリーマーチンではな く,正 常に繁殖 した.

牛 の妊 娠 期 間は 品 種 に よ っ て異 な り,品 種 に は そ れ ぞ

れ,標 準 妊 娠 期 間が あ る1～9).妊 娠 期 間 は 一 般 に は ホ ル ス

タイ ン種280日,和 牛285日 と考 え られ てい る.妊 娠

期 間 は母 体 の栄 養 状 態,年 齢,季 節,胎 児 の性,数 な ど

に よ り若 干 の差 を生 じ,雌 子 の場 合 は 雄 子 の場 合 よ りも

短 く,双 胎 の場 合 は単 胎 の場 合 よ りも短 い7).双 子 の妊

娠 期 間 は271.5日4),260～280日?),ま た275。5日 で

♀ ♀273.9日,♂ ♀275.8日,88276.5日6)な どの報 告

が あ り,い ず れ に し て も単 子 の場 合 よ りは3～6日 短

い3).し か し,双 子 の第1子 分 娩 後,第2子 分 娩 まで の時

間 間隔 につ い て の報 告 は見 当 た らな い.双 子 の生 理 ・生 態

学 的 類 似 性 に 関 して は,HANCOCK 10～13),HANSSON 14～16),

BONNIER 17,18),その他19,20)などによる多くの研究がある

が,双 子の出生間隔についての報告はないようである.

経験的常識からいえば双子の出生間隔は数時間,ま れ

に一両日内,多 くの場合は1日 以内であるが,最 近,著

者らは岡山県下において双子を長間隔異時分娩 した牛2

例を調査 したので,そ の結果を報告する.

1.調 査 方 法 お よ び 材 料

研究対象牛は,ア イエッチ ・フル トンウエイ ・ポンチ

ャック号(2596391 HCAJ)21)お よびくにはな号(黒H

208719)22)で ある.前 者は昭和52年2月6日 出生のホル

スタイン種で津山市原町字安井,福 田幸生氏経営の和気

山牧場(ホ ルスタイン種約70頭 繋養の搾乳専業牧場)

に繋養中の牛である.後 者は昭和44年5月1日 出生

*1)岡 山大学農学部(岡 山市津島中1-1-1)

*2)岡 山県農業共済組合連合会(岡 山市桑田町2-6)
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